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被　　服

着衣運動時における温冷感・快適感と体温調節との関係

共立女短大○渡遁千種藤田光子長田泰公昭和印院短大高野倉陸子

目的：着衣状態での運動が体温調節におよぼす影響を調べ、温冷感や快適感と体温、皮膚

温、熱収支などとの関係を明らかにするため実験した。

方法：健康な女子学生12名を被検者とし、気温20°Cと30°C、相対湿度50％、気流O.lm/sに

設定した人工気候室において15分の安静の1麦、20分間のエルゴメータ作業(紺2kcal)を課

し、さらに25分安静を保たせた。着衣は30°Cでは長袖のトレーナ上下、下着、ソックスの

0.45clo、20°Cで｀はランニングシャツを加えて0.5cloとした。測定項目は直腸温、外耳道

温、５箇所の皮膚温、衣脂1内外の温湿度、体重、衣服重量、消費熱量、温冷感、快適感、

湿潤感などである。

結果：運動によって各所の皮膚温が上昇したが、とくに活動する大腿部の温度上昇が目立

った。これらの皮膚温と温冷感との関係をみると、胸部皮膚温と最も相関があった。平均

皮膚温と温冷感とは必ずしも平行しなかったが、安静一運動一安静の経過を追って両者の

関係にヒステレシスがみられた。直腸温と外耳道温とは1°C以上の差があるが、その変化

はよく対応しており、後者でもコア温度の変化を推定しうるとおもわれた。体重と衣服重

量の変化ｶ嗚、発汗量を計算しようとしたが、測定の誤差から、有効発汗量の推定は困難

であった。したがって体熱収支と温冷感、快適感との関係を検討することはできなかった。

2Fp-6 歩行時と休息時の体温調節反応と被服気候に与える異なった

タイプのサンダルの影響
大阪信愛女学院短大　○川端厚子　奈良女大家政　登倉尋賞

　目的現代では、様々な健康法が発案されている。″健康サンダル″もその一つである。

そこで、″健康サンダル″を履くことが温熱生理学にどのような影響を及ぼしているかを

知るために実験を行い若干のデーターを得たのでここに報告したい。

　方法実験は、1992年の６月から７月初旬に校舎の屋上の物干し場で行った。実験中の

気温は、23-27°C、湿度S0-70ffiHである。被験都ま、健康な女子学生４人である。測定項

目は、皮膚温（足底、足背、下腿、胸、前腕）と直腸温と被服気候（胸、下腿、足底）と

心拍数である。歩行は、メトロノーム（Allegret116）に合わせて15分間の歩行を３回繰り

返し、その間に10分間の休息を３回行った。実験に使用したサンダルは、ゴム製で表面に

突起のある″健康サンダル″と表面がフラットになっている″普通サンダル″を使用した。

　結果主要な結果は工）直腸温は75分間の実験中″健康サンダル″着用時に有意に高い

か高い傾向にあった。2）足背、足底の皮膚温は実験中″健康サンダル″着用時に有意に

高く維持された。３）胸部皮膚温は″健康サンダル″着用時に高く、また高い傾向にあっ

た。4)足底部び溥t内温度と胸部の被服内温度は″健康サンダル″着用時に有意に高く、

また、高い傾向であった。以上のようなパラメーターの差異は″健康サンダル″の有するゴ

ム製の表面の突起による足底の刺激を受けるかどうかによって惹起されるものと推測され

る。″健康サンダル″着用時に足背、足底の皮膚温力塙く維持されたことは、足部の血流

量の増加によると思われる。直腸温か″健康サンダル″着用時に高くなったことは、生体

の温熱負荷が高くなったことを意味している。
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